
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ貨物労組は6月１７日、夏季手当について「1.72カ月」で妥結

しました。 

 ＪＲ貨物労組は、会社の「昨年の冬（1.67カ月）の水準を確保した

い」との姿勢に対し、慢性化している要員不足の中、日々組合員は安全・

安定輸送の確保のために努力している現実を訴え、再考を強く求めて

きました。 

 その結果、会社から夏季手当1.72カ月の回答と、組合員のこれまで

の努力を受け止める姿勢が示されたことから、妥結しました！ 

ＪＲ総連通信 
２０２２年６月１７日 №１５６５ 
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